
年間主題『平和をともに』 

主題聖句：キリストはわたしたちの平和であります 

         新約聖書 エフェソの信徒への手紙 ２章１４節 

「いい人生」とは 

社会人になって教育学の勉強がしたい

と思い、大学院に2年間通いました。そこ

で「危機管理特論」という授業があり、千

葉県警のトップだった方が講師でした。そ

の先生には私の知らない警察の世界をいろ

いろと教えていただきましたが、特に裁判

に関わる授業で「人から極力恨みを買わな

いように、人と争わないように生きろ。裁

判に訴えることも、訴えられることもない

人生が一番いい人生だ」という言葉が今で

も心に残っています。突然被害者や加害者

になってしまうリスクはありますが、それ

でもいい人生を歩むにはどうすればよいの

かと考える時、私は小さな“ゆるし”のあ

る生活が大切ではないかと思います。不完

全な人間同士が集まって生活しているわけ

ですから、行き違いや些細なもめ事は起こ

るでしょう。その時に責め合ったり陰口を

言い合うのではなく、ゆるし、ゆるされる

関係がある人生がいい人生だと思いますし、

そんな人生が平和だと思います。 

ゆるしとは 

 聖書では「贖い(あがない)」という言葉

がよく出てきますが、これは「ゆるす」「解

放する」という意味があります。私たち大

人よく「○○ができたら○○してあげる」

という言い方を子どもにしてしまいます。

このような条件付きのしつけは一定の効果

はあるかもしれませんが、子どもは常に“鎖

につながれた”状態だと思うのです。この

ような条件付きの愛は、いきすぎると子ど

もには大きなプレッシャーとなります。む

しろ人は「○○にもかかわらず、私はあな

たを大切に思っている」という愛情を受け

て人として育っていくのではないでしょう

か。このような愛情もゆるしと言えるかも

しれません。 

未来に希望が持てるように 

 先が見えず、自己責任が以前にも増して

求められる時代ですが、子どもたちには「生

きるって楽しい」という希望をもって生き

てほしいと心から願っています。希望は生

きる源です。そのような希望をもてるため

にも、子どもたちが “ゆるし、ゆるされる”

環境の中を生きてほしいと願っています。 
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９月主題『のびのびと』 

主題聖句：平和な人には未来がある。   詩編37編37節 

☆ ０〜２歳児：空の雲や風を感じ、移りゆく季節を感じる。手伝ってもらいながら、

簡単な身の回りのことをしようとする。自分から友だちや保育者に思いを伝え、遊

びにかかわろうとする。保育者を通して周りの人や友だちのために祈る体験をする。 

☆ ３〜５歳児：平和を考え、願い、共に祈り、平和に過ごす。一日の生活リズムを取

り戻す。夏の経験を通して、遊びが広がる。友だちと身体を動かす遊びを楽しむ。 


